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研究のねらい
　現在、イネの真性抵抗性遺伝子型の推定に使用されるイネいもち病菌株のみでは、近年育成された飼料イネ
や外国イネ等の遺伝子型を推定できない場合がある。そこで、これらのイネ品種・系統の真性抵抗性遺伝子型を
推定するために、より病原性の幅の広い菌株を得ることを目的とする。 
 
研究の成果
①病原性の幅の広いイネいもち病菌株として、Spr-５２（レース５７７.１）、Spr-１１１（同７７７.１）及びSpr-７７７.３（同
　７７７.３）の３菌株を選定した（表１、図１、図２）。 
②これらの菌株は、いずれも胞子形成能が高く、病原性が安定し、菌叢の生育が良好で、菌叢の変異もほとんど
　ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　 
 
成果の利活用
①得られた菌株は、イネ品種・系統の保有するいもち病真性抵抗性遺伝子型を推定するために活用できる。 
②Spr-７７７.３菌株は、日本国内で明らかにされている‘Pit’以外の真性抵抗性を持つイネ品種・系統の圃場抵抗
　性程度を室内検定で推定する場合にも利用できる。 
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ハツコガネ‘Pik Pita’（１０００個体）へ噴霧接種 
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レース５７７.１、２８個体　　レース７７７.１、２個体 
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　　　　　　　BL1（２０００個体）に噴霧接種 

　　　　　　　　　　　↓ 

　　　　　　　　　　　レース７７７.３、３個体 

図１　Spr-７７７.３菌株の噴霧接種に対する判別品種の反応 
　　  注）K５９（右から１,２列目）以外全ての品種が罹病性 

表１　病原性の幅の広いいもち病菌株 

図２　新レースを得るまでの過程 
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